
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  ＪＡ京都中央 ２０２０年１１月２４日 №5２４ 作成者 久光 裕加里 

JA京都中央冬期の特産品 

葉ぼたん・おどり葉ぼたんのご紹介 

―ＴＡＣ information―  

「葉ぼたん」は、もともと西洋から食用の野菜として江戸時代に導入されたものが、観賞用に品種改良された

ものです。色鮮やかな葉が重なる姿が牡丹の花に似ていることから名づけられたといわれています。主に、お正

月飾りの縁起物として古くから人気が高く、近年、生け花などに使われる「おどり葉ぼたん」も人気があります。 

当 JAでは、向島・洛南地域で栽培されており、京都盆地特有の底冷えにより色鮮やかに仕上がるのが特徴で

す。 

葉ぼたんとおどり葉ぼたんの出荷は１２月上旬から行われ、大阪や京都の市場を中心に約 1 万２０００本の

出荷を予定しています。 

○観賞時期：１２月～２月 

○草丈：5～100cm 

○種類：葉っぱが丸い「丸葉系」、葉の縁がウェ

ーブがかっている「ちりめん系」、葉に深い切れ

込みが入る「切葉系」など 

○花言葉：祝福、利益、慈愛、愛を包むなど 

○用途：門松、花壇、ガーデニング、生け花など 

葉ぼたん・おどり葉ぼたんの基本情報 

葉ぼたん おどり葉ぼたん 

通常は、栽培期間は 6か月ほ

どですが、うまく栽培すれば

何年も楽しむことが出来ま

す。 

写真の、おどり葉ぼたんは、

なんと 8 年目を迎えたもの

です！！！ 

 
葉ぼたん・おどり葉ぼたん出荷開始に向け 

洛南・向島地域特産 葉ぼたん・おどり葉ぼたんの出荷開始を目前に控え、市場訪問

を行いました。 

出荷は 12月初旬からを予定していますが、有利な販売に繋げるため、各市場の担当

者と、生産量・生育の状況や市場の販売状況などの情報交換を行い、出荷開始時期や

出荷スケジュールなどを綿密に打合せしました。 
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